
ラファエル・ラガンス世界獣医師会会長、記念祝賀会の様子と 

藏内会長の「ワンヘルス推進の貢献」についてプレスリリース !! 

 

 ９月２日（土）、ホテル日航福岡において、藏内勇夫日本獣医師会会長のアジア獣医

師会連合（FAVA）会長就任、世界獣医師会会長ワンヘルス特別賞受賞及び FAVA ワンヘ

ルス福岡オフィス開所記念祝賀会が開催されました。 

 

 ラファエル・ラガンス世界獣医師会会長が、来賓として挨拶され、９月４日（月）に

は、世界獣医師会から祝賀会はもとより、藏内会長のワンヘルスの推進に対する貢献に

ついて「プレスリリース」として世界に発信されました。 

 

  

 

 以下、そのプレスリリースの内容です。 

 

 世界獣医師会（WVA）のラファエル・ラガンス会長は、「ワンヘルスの概念に実質的な

意味をもたらすために藏内博士自身と福岡県の努力を称え、藏内博士に名誉賞を授与し

ました。」 

 世界獣医師会（WVA）は、最近、セバ・サンテ・アニマル（Ceva）の支援を受け、新し

い形式のグローバル獣医学賞を発表し、動物福祉だけでなく、ワンヘルス、医薬品管理、

獣医教育といったその他の主要な戦略的重点分野を含めました。 



 世界が COVID-19 の影から抜け出した今、次のパンデミックに備えることの大切さを

誰もが思い知っています。その結果、ワンヘルスアプローチを採用することは、Ｇ７な

どの主要な政府や WHO、WOAH、FAOまたは UNEPなどの国際機関によって支持されていま

すが、実際には、異なる国々で人間、動物、環境の健康を横断する組織構造を作成し、

実践的な手順を講じる戦略はほとんど実施されていません。 

 

 このため、世界獣医師会は藏内博士と福岡県の活動について、理論を実践的な予防健

康プログラムに転換することができる、機能的なワンヘルス機関をどのように構築する

かの重要な例と考えました。藏内博士は、獣医師として、また政治家としてのキャリア

を通じて、常にワンヘルスの重要性を信じており、人間、動物、環境の健康が相互に関

連し、ともに対処すべきであると考えています。 

 

 世界獣医師会のラファエル・ラガンス会長は、「ワンヘルス特別賞」について次のよ

うに述べました。 

 「藏内博士は、医師、獣医師、環境専門家、政策立案者など、様々な分野の専門家と

の絶え間ない対話を通じて、ワンヘルスの原則を実践的に適用する上での模範となって

います。」 

 

 そして、藏内博士は、以下のように述べました。 

 「この賞は、福岡県、日本そしてアジア全体におけるワンヘルスイニシアティブの有

効性の証です。ワンヘルスは単なる概念にとどまらず、具体的な予防健康プログラムに

組み込まれた実践的な枠組みです。このアプローチは、医療だけでなく、教育、自動車

産業、半導体、農業など、様々な分野に革命をもたらす潜在能力を持っています。私た

ちは、分野を超えた協力体制を強化するために今まで以上にコミットしています。私た

ちの究極の目標は、次世代のためにより健康な地球を残し、将来のパンデミックに積極

的に備えることです。」 

（一部抜粋） 
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